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２
月
18
日
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
日
本
医
療
政

策
機
構
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
の
決
断―

国
民
が

真
に
求
め
る
医
療
政
策
と

は
」を
開
催
し
た
。
同
機

構
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
先
駆
け
て
大
規
模
な
世

論
調
査
を
実
施
。
さ
ら
に
、
産
学
政

官
の
各
界
か
ら
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

招
聘
し
、
調
査
か
ら
引
き
出
し
た
国

民
の
本
音
に
基
づ
き
、
日
本
の
医
療

政
策
の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
徹

底
討
論
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た

り
、
安
倍
晋
三
内
閣
官
房
長
官
が
開

会
の
辞
を
述
べ
た
。
そ
の
な
か
で
安

倍
氏
は
社
会
保
障
費
の
増
大
に
つ
い

て
言
及
。「
医
療
制
度
を
持
続
可
能

で
安
心
で
き
る
も
の
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、
納
得
で
き
る
給
付
と
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
」と
語
っ
た
後
、
同
機
構
に
よ
る

政
策
立
案
へ
の
期
待
を
示
し
た
。

続
い
て
、
同
機
構
に
よ
っ
て
事
前

に
実
施
さ
れ
た
世
論
調
査
の
結
果
が

発
表
さ
れ
た
。
調
査
は
今
年
1
月
に

全
国
の
20
歳
以
上
の
男
女
４
０
０
０

人
を
対
象
に
実
施
。
回
収
率
は
25
％

だ
っ
た
。結
果
発
表
は
、調
査
の
主
査

を
務
め
た
同
機
構
副
代
表
理
事
の
近

藤
正
晃
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏
が
行
っ
た
。

現
在
の
医
療
制
度
に
つ
い
て
は

「
大
い
に
不
満
」「
や
や
不
満
」の
評
価

が
合
計
60
％
に
達
し
た
。
特
に「
制

度
決
定
へ
の
市
民
参
加
度
」に
つ
い

て
は
76
％
が
不
満
で
あ
る
と
し
、
逆

に「
診
断
・
治
療
等
の
技
術
の
質
」に

は
58
％
が
満
足
と
答
え
た
。

一
方
で「
医
療
制
度
改
革
は
誰
が

主
導
す
べ
き
か
」と
い
う
質
問（
３
つ

ま
で
回
答
可
）に
対
し
て
は
、「
市
民

代
表
・
患
者
代
表
」が
主
導
す
べ
き

と
い
う
回
答
が
64
％
に
達
し
、「
専

門
家
、
有
識
者
」の
53
％
、「
厚
生
労

働
省
」の
42
％
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

ま
た
、「
仮
に
社
会
保
障
費
の
増

加
分
を
全
て
消
費
税
で
ま
か
な
う
こ

と
と
し
た
場
合
、
何
％
ま
で
の
引
き

上
げ
な
ら
容
認
す
る
か
」と
い
う
問

い
に
対
し
て
は
、
平
均
で
９・
１
％

と
い
う
興
味
深
い
結
果
が
出
た
。

続
い
て
、「
日
本
の
選
択
肢
」と
題

さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
医
療
政
策
機

構
代
表
理
事
の
黒
川
清
氏
を
は
じ

め
、
各
界
の
有
識
者
が
参
加
。
白
熱

し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

中
医
協
委
員
を
務
め
る
勝
村
久
司

氏
は
、
長
女
を
陣
痛
促
進
剤
被
害
で

亡
く
し
た
経
験
か
ら
、「
本
当
に
患

者
の
視
点
に
立
っ
た
改
革
が
で
き
る

の
か
」と
問
題
提
起
。「
抜
本
的
な
改

革
の
た
め
に
は
医
療
費
の
わ
か
る
領

収
証
と
明
細
書
の
発
行
義
務
化
が
不

可
欠
」と
い
う
、
中
医
協
で
も
訴
え

た
持
論
を
展
開
し
た
。

医
療
費
の
毎
年
約
１
兆
円
ず
つ
の

増
加
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
辻
哲

夫
厚
生
労
働
審
議
官
。「
医
療
費
の

伸
び
の
抑
制
こ
そ
が
、
今
回
の
医
療

改
革
の
テ
ー
マ
で
あ
る
」と
説
明
し

た
。
都
道
府
県
ご
と
の
医
療
費
格
差

に
つ
い
て
も
指
摘
し
、
医
療
費
適
正

化
計
画
の
推
進
を
訴
え
た
。

ま
た
、
黒
川
氏
は「
公
的
な
医
療

費
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
絶

対
に
保
障
す
べ
き
も
の
」と
し
た
う

え
で
、「
生
活
習
慣
の
欧
米
化
に
よ

り
疾
病
構
造
が
大
き
く
変
容
し
て
い

る
な
か
で
、
医
療
費
の
無
駄
が
あ
ま

り
に
も
多
い
」と
指
摘
。
公
的
医
療

費
の
重
複
を
回
避
す
る
方
策
と
し

て
、
地
域
医
療
の
抜
本
的
な
再
編
成

の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

会
場
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
集
め

ら
れ
、
そ
の
な
か
で
も「
公
的
負
担

が
限
界
に
達
し
た
ら
、
混
合
診
療
の

導
入
は
不
可
欠
で
は
な
い
か
」と
い

う
質
問
に
は
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
積

極
的
な
発
言
が
な
さ
れ
た
。
経
済
同

友
会
社
会
保
障
改
革
委
員
会
副
委
員

長
の
竹
川
節
男
氏
と
日
本
経
済
団
体

連
合
会
評
議
員
会
副
議
長
の
西
室
泰

三
氏
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
議
員
の

吉
川
洋
氏
の
３
氏
は
、「
混
合
診
療

は
患
者
の
医
療
選
択
を
可
能
に
す

る
」と
賛
成
を
表
明
。
辻
氏
は「
先
進

医
療
が
全
て
の
国
民
に
等
し
く
提
供

さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

は
、
ま
だ
議
論
が
必
要
」と
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
終
了

後
、
自
由
民
主
党
・
公
明
党
・
民
主

世
論
調
査
の
結
果
を
発
表
す
る

近
藤
正
晃
ジ
ェ
ー
ム
ス
氏

日
本
医
療
政
策
機
構
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

世
論
調
査
か
ら
日
本
の
未
来
の
医
療
を
討
論
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党
の
３
党
に
よ
る
政
策

論
議
が
行
わ
れ
た
。
各

党
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
鴨

下
一
郎
前
衆
議
院
厚
生

労
働
委
員
長
、
福
島
豊

公
明
党
厚
生
労
働
部
会

部
会
長
、
古
川
元
久
民

主
党
医
療
制
度
改
革
作

業
チ
ー
ム
主
査
が
出
席

し
、議
論
を
戦
わ
せ
た
。

ま
ず
、
医
療
制
度
改

革
に
対
す
る
各
党
の
考

え
が
示
さ
れ
た
。
鴨
下

氏
は
政
府
・
与
党
に
よ

る
医
療
制
度
改
革
大
綱

を
下
敷
き
に
、「
今
回

の
改
革
で
重
視
し
た
点

は
、
医
療
費
の
伸
び
の

抑
制
。
こ
れ
ま
で
の
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
に
よ
る

福
祉
・
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
も
考

え
を
改
め
つ
つ
、
持
続
可
能
性
を
模

索
し
た
い
」と
示
し
た
。
福
島
氏
は

「
今
回
の
改
革
に
あ
た
っ
て
は
患
者・

国
民
の
視
点
に
立
っ
た
改
革
が
必
要

で
あ
る
と
訴
え
て
き
た
」と
主
張
。

古
川
氏
は
野
党
第
一
党
の
立
場
か

ら
、「
高
齢
化
と
人
口
減
少
と
い
う

世
界
規
模
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の

先
頭
に
立
つ
日
本
は
各
国
か
ら
注
視

さ
れ
て
い
る
。
病
気
を
予
防
し
て
健

康
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

続
い
て
、
世
論
調
査
に
よ
っ
て
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
医
療

上
の
課
題
に
つ
い
て
、
議
論
が
行
わ

れ
た
。
公
的
保
険
の
財
源
確
保
に
関

し
て
は
、
鴨
下
氏
が「
保
険
を
支
え

る
現
役
世
代
の
人
口
が
減
少
す
る
な

か
で
、
老
人
医
療
費
を
ど
こ
ま
で

カ
ッ
ト
で
き
る
か
。
将
来
的
に
は
民

間
保
険
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
る
必

要
が
あ
る
」と
主
張
。
世
論
調
査
の

結
果
に
は「
消
費
税
に
よ
る
税
収
を

医
療
だ
け
に
使
用
す
る
こ
と
は
不
可

能
。
安
易
に
引
き
上
げ
る
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

福
島
氏
は
、「
世
論
調
査
の
質
問
自

体
に
認
識
不
足
が
あ
る
」と
指
摘
。

負
担
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し

て
い
る
現
状
を
認
識
し
な
お
す
こ
と

が
必
要
だ
と
の
見
解
を
示
し
た
。

一
方
で
、
古
川
氏
は
そ
う
し
た
社

会
保
障
体
制
の
崩
壊
に
対
す
る
施
策

を
先
送
り
に
し
て
き
た
与
党
を
手
厳

し
く
批
判
。ま
た
、「
財
源
の
確
保
は
、

消
費
税
だ
け
で
は
な
く
資
産
税
か
ら

の
割
り
当
て
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
」と
提
案
し
た
。

ま
た
、
た
ば
こ
税
を
財
源
と
す
る

観
点
か
ら
は
、
古
川
氏
が
過
去
の
民

主
党
内
税
制
調
査
会
の
役
員
会
案

で
、
喫
煙
率
半
減
の
た
め
に
１
本
20

円
の
増
税
を
す
べ
き
と
打
ち
出
さ
れ

た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
。
一
方

で
鴨
下
氏
は「
自
民
党
厚
生
労
働
部

会
で
も
１
本
10
円
の
増
税
が
検
討
さ

れ
て
い
た
が
、
生
活
習
慣
病
と
い
う

観
点
か
ら
言
え
ば
タ
バ
コ
だ
け
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

喫
煙
率
低
減
の
た
め
に
は
高
率
の
課

税
も
有
効
だ
が
、
行
政
が
権
力
的
に

規
制
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、

最
終
的
に
は
本
人
の
問
題
」と
の
見

解
を
示
し
た
。

政
策
決
定
に
対
す
る
市
民
の
不
満

に
つ
い
て
は
、
古
川
氏
が「
医
療
用

語
の
難
解
さ
が
市
民
参
加
の
障
壁
に

な
っ
て
い
る
」と
主
張
。
福
島
氏
も

医
療
制
度
改
革
の
議
論
プ
ロ
セ
ス
が

わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
を
そ
の
原
因
に

挙
げ
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
で
国
民
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
、

そ
れ
ら
が
反
映
さ
れ
た
改
革
に
近
づ

け
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。
鴨
下

氏
は「
そ
も
そ
も
、
国
民
に
医
療
に

も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
」と
掲
げ
、
今
後
の
啓
発
活

動
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
黒
川
氏
が
登
壇
。「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
協
力
し
、

日
本
の
政
策
決
定
に
関
わ
る
政
治
家

ら
に
多
様
な
選
択
肢
を
提
供
し
て
い

き
た
い
」と
、
同
機
構
が
今
後
果
た

し
て
い
き
た
い
役
割
を
述
べ
た
。

日
本
医
療
政
策
機
構
は
、
日
本
に

お
け
る
医
療
政
策
の
研
究
・
教
育
・

政
策
提
言
の
質
を
向
上
す
べ
く
、

２
０
０
４
年
に
設
立
さ
れ
た
独
立
・

中
立
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。
定
期
的
に

独
自
の
政
策
提
言
を
発
表
し
、
医
療

政
策
の
立
案
を
担
う
人
材
の
養
成
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。

日
本
医
療
政
策
機
構
代
表
理
事
の
黒
川
清
氏

医療政策立案に関わる自公民の3名で政策討議が行われた

各
界
の
識
者
が
集
い
、世
論
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た


